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令和元年11月15日発行
西東京の教育

人とペットの災害対策ガイドライン＜一般飼い主編＞

質
問　
令
和
２
年
度
予
算
編
成

方
針
の
見
解
は
。
ま
た
消
費
増

税
10
％
の
市
財
政
へ
の
影
響
は
。

答
弁　
財
政
調
整
基
金
残
高
の

早
期
回
復
を
最
優
先
課
題
と
し
、

そ
の
た
め
に
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

増
税
の
影
響
は
、
令
和
元
年
度

予
算
で
約
２
億
６
千
万
円
。

意
見　
「
行
財
政
改
革
は
断
行

す
る
。」
冷
酷
な
答
弁
だ
。
消

費
増
税
に
対
し
て
市
民
の
経
済

状
況
を
全
く
顧
み
な
い
、
こ
れ

で
は
市
民
は
不
幸
だ
。
市
民
犠

牲
の
予
算
編
成
は
や
め
る
べ
き
。

質
問　
財
政
健
全
化
計
画
で
国

保
料
の
引
き
上
げ
が
想
定
さ
れ

る
が
、
今
後
の
滞
納
、
差
し
押

さ
え
対
応
は
。

答
弁　
納
付
相
談
者
の
生
活
状

況
に
合
わ
せ
、
自
主
納
付
で
丁

寧
、
適
切
に
対
応
す
る
。

意
見　
国
保
料
の
差
し
押
さ
え

件
数
は
、
５
年
間
で
４
倍
に
急

増
し
て
い
る
。
事
例
を
よ
く
調

査
・
精
査
し
、
安
易
な
差
し
押

さ
え
は
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
。

質
問　
多
摩
26
市
で
一
番
高
い

介
護
基
準
保
険
料
で
、
基
準
額

前
後
の
所
得
階
層
は
高
負
担
だ
。

各
所
得
段
階
の
負
担
割
合
は
自

治
体
に
裁
量
権
が
あ
る
。
改
定

が
必
要
で
は
。

答
弁　
保
険
料
適
性
化
庁
内
検

討
委
員
会
や
運
営
協
議
会
の
議

論
を
踏
ま
え
、
給
付
と
負
担
の

観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
。

意
見　
必
要
な
人
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
基
本
に
、
応
能
負
担

の
保
険
料
設
定
を
求
め
る
。

質
問　
台
風
15
号
で
は
、
本
市

で
も
住
宅
の
屋
根
が
飛
ぶ
被
害

が
出
た
。
視
察
し
た
千
葉
県
鋸

南
町
で
は
７
割
の
世
帯
に
屋
根

へ
の
被
害
が
出
た
。
こ
の
よ
う

な
災
害
が
本
市
で
も
年
に
何
度

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
台

風
災
害
の
対
策
を
改
め
て
見
直

す
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。

答
弁　
課
題
を
検
証
し
改
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

質
問　
屋
根
が
飛
ぶ
被
害
な
ど

の
場
合
、
自
分
で
屋
根
の
上
の

罹
災
証
明
の
写
真
を
撮
る
の
は

危
険
だ
。
専
門
家
が
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

質
問　
本
市
の
平
成
30
年
度
の

決
算
に
よ
る
と
、
一
般
会
計
に

対
す
る
生
活
保
護
費
の
割
合
は

10・
６
％
。生
活
保
護
費
は
年
々

増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

ま
ま
だ
と
さ
ら
に
財
政
を
圧
迫

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
行

財
政
改
革
の
一
貫
と
し
て
生
活

保
護
費
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
だ
。
被
保
護
者

へ
の
就
労
支
援
策
の
現
状
は
。

答
弁　
就
労
支
援
員
に
よ
る
支

援
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
、

令
和
元
年
度
か
ら
導
入
し
た
被

保
護
者
就
労
準
備
支
援
事
業
な

ど
を
通
し
て
、
今
後
も
被
保
護

者
の
自
立
に
向
け
た
幅
広
い
支

援
に
努
め
る
。

質
問　
令
和
２
年
度
か
ら
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
に
導
入
さ
れ

質
問　
市
が
ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法

を
発
行
し
、
普
及
啓
発
に
努
め

る
意
義
に
つ
い
て
認
識
を
伺
う
。

答
弁　
働
き
方
改
革
が
進
む
中

で
雇
用
者
と
労
働
者
の
ト
ラ
ブ

ル
等
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、

労
働
法
な
ど
の
知
識
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
。

意
見　
さ
ら
に
重
要
な
の
は
ポ

ケ
ッ
ト
労
働
法
第
１
章
「
は
じ

め
に̶

労
働
法
の
い
み̶

」
の

中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

労
働
法
を
知
る
こ
と
で
「
多
く

の
国
民
の
健
康
や
安
全
を
守
り
、

人
間
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ

と
」
に
つ
な
が
る
。
あ
わ
せ
て
、

成
人
式
で
の
配
布
も
検
討
す
る

べ
き
。
港
区
で
は
成
人
式
の
案

内
状
に
同
封
し
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

質
問　
教
育
委
員
会
で
可
決
さ

れ
た
報
告
書
で
は
、
将
来
的
に

る
予
定
だ
っ
た
英
語
の
民
間
試

験
の
実
施
が
延
期
さ
れ
た
。
国

の
英
語
教
育
に
混
乱
が
見
ら
れ

る
状
況
下
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
都
立
高
校
の
入
学
試
験
で
新

た
に
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
が

導
入
予
定
で
あ
る
。
中
学
校
の

授
業
に
お
け
る
対
応
は
。

答
弁　
中
学
校
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
資
質
や

能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
授
業

の
中
で
工
夫
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
消
費
税
率
ア
ッ
プ
が
本
市
の

財
政
に
与
え
る
影
響

◇
公
民
館
の
運
営
の
適
正
化

◇
外
国
人
住
民
の
現
状
と
施
策

上
の
課
題

◇
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
（
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
型
ゲ
ー
ム
）
の
振
興

質
問　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及

促
進
に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

答
弁　
市
内
公
共
施
設
で
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
や
庁
舎
駐
車
場
で

活
用
し
て
い
る
。
職
員
へ
の
周

知
も
一
層
図
っ
て
い
く
。

質
問　
児
童
虐
待
防
止
に
関
す

る
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
ほ
っ
と
ル
ー
ム
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
支
援
や
見

守
り
を
進
め
て
い
く
。

意
見　

Ｃ
Ａ
Ｐ(

子
ど
も
へ
の

暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム)

は
有

用
だ
。
職
員
や
教
師
が
受
講
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

質
問　
コ
ン
パ
ク
ト
な
郊
外
型

テ
レ
ワ
ー
ク
を
促
進
す
べ
き
だ
。

市
の
考
え
方
は
。

答
弁　
令
和
元
年
に
開
業
し
た

Ｏ
Ｋ
西
東
京
の
事
業
者
提
案
と

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
が
あ

る
。
今
後
も
事
業
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
自
尊
心
を
育
む
教
育
が

必
要
だ
。
市
の
考
え
方
は
。

答
弁　
自
尊
感
情
は
、
他
者
と

比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
育
ま
れ

る
。
間
違
い
や
失
敗
を
恐
れ
ず
、

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
子

ど
も
の
育
成
を
目
指
す
。

質
問　
最
近
、
薬
物
事
犯
が
多

く
報
道
さ
れ
て
い
る
。
薬
物
乱

用
防
止
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
毎
年
、
小
中
学
校
全
校

で
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
な
ど
を
通

じ
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
を
行

っ
て
い
る
。
学
校
・
地
域
・
家

庭
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

質
問　
11
月
15
日
発
行
「
西
東

京
の
教
育
」
で
、
小
中
一
貫
教

育
を
令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施

す
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
。
決

定
し
て
か
ら
市
民
に
知
ら
せ
、

説
明
会
を
開
く
な
ど
あ
ま
り
に

も
一
方
的
な
押
し
つ
け
だ
。
説

明
会
が
２
回
で
は
少
な
す
ぎ
る
。

各
小
学
校
区
で
開
き
、
参
加
者

の
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
。

答
弁　
教
育
委
員
会
が
教
員
や

児
童
生
徒
と
作
成
し
た
。
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理

解
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
る
。

意
見　
安
易
な
判
断
は
す
べ
き

で
は
な
い
。
４
月
か
ら
の
実
施

は
見
送
る
べ
き
だ
。

高
齢
者
福
祉
に
つ

い
て

質
問　
政
府
が
進

め
る
「
全
世
代
型

社
会
保
障
」
に
つ

い
て
、
後
期
高
齢

者
医
療
で
は
、
75

歳
以
上
の
一
部
負

担
を
２
割
に
引
き
上
げ
、
介
護

保
険
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
自

己
負
担
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
医
療
・

介
護
が
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者

が
増
え
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

市
の
認
識
は
。
国
に
反
対
の
意

見
を
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
弁　
検
討
事
項
に
つ
い
て
は
、

認
識
し
て
い
る
。
国
へ
は
市
長

会
を
通
じ
、
公
費
負
担
の
増
額

を
要
望
し
て
い
る
。

意
見　
市
長
会
を
初
め
、
市
と

し
て
も
制
度
改
悪
反
対
の
意
見

を
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差

化
事
業
に
つ
い
て

答
弁　
再
調
査
の
申
請
が
あ
れ

ば
目
視
で
状
況
確
認
を
行
う
。

意
見　
全
壊
・
半
壊
の
判
断
は

難
し
く
迅
速
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

市
は
市
民
の
被
害
状
況
を
把
握

す
る
義
務
が
あ
る
。
被
災
者
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を
求
め
る
。

質
問　
避
難
所
で
あ
る
学
校
体

育
館
で
雨
漏
り
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
の
対
策
は
。
ま
た
、
体
育

館
の
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
保
谷
第
一
小
、
向
台
小
、

け
や
き
小
、
田
無
第
三
中
、
柳

沢
中
の
５
校
で
雨
漏
り
が
あ
り
、

令
和
元
年
度
中
に
対
応
を
完
了

予
定
。
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
は
計
画
的
な
施

設
整
備
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
ペ
ッ
ト
と
室
内
で
同
伴

避
難
で
き
る
避
難
場
所
は
。

答
弁　
現
状
は
校
庭
で
の
同
行

避
難
。
今
後
、
同
伴
避
難
場
所

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
を

設
置
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
読

み
取
れ
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　
将
来
的
な
小
中
一
貫
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

意
見　
学
校
統
廃
合
を
含
む
施

設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
や
義

務
教
育
学
校
の
設
置
の
可
能
性

を
否
定
し
な
い
の
は
重
大
で
あ

り
看
過
で
き
な
い
。
令
和
２
年

度
か
ら
の
本
格
実
施
は
見
送
り
、

も
っ
と
議
論
す
べ
き
。

そ
の
他
質
問
等

◇
対
話
に
よ
る
美
術
鑑
賞

◇
田
無
駅
南
口
整
備

◇
資
源
物
の
戸
別
収
集

◇
西
東
京
市
民
文
化
祭

＊

＊

一般質問（2）

市
民
犠
牲
の
行
財
政
改
革
最
優
先
の

来
年
度
予
算
編
成
は
や
め
る
べ
し
！

藤
岡
　
智
明
（
共
産
）

「
ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法
」
の
さ
ら
な
る
活

用
で
労
働
者
の
権
利
の
周
知
を
求
め
る

中
村
　
す
ぐ
る
（
共
産
）

小
中
一
貫
教
育
の
４
月
か
ら
の

実
施
は
見
送
り
、
十
分
な
議
論
を
！

保
谷
　
清
子
（
共
産
）

生
活
保
護
費
が

一
般
会
計
支
出
の
10
％
超
！冨

永
　
雄
二
（
自
民
・
無
）

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
普
及
促
進

郊
外
型
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め
よ
う

山
田
　
忠
良
（
自
民
・
無
）

地
球
温
暖
化
に
よ
る
台
風
の
大
型
化
に

伴
う
防
災
対
策
の
抜
本
的
見
直
し
を
！

大
竹
　
あ
つ
子
（
共
産
）

第86号 （３）

西東京市


